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糖尿病ではインスリンを産生する膵β細胞数の減少が認められ、これが病態の根本と考えら
れています。したがって、減少した膵β細胞を補充する治療が必要です。これまで、膵外分泌細
胞に転写因子 Pdx1、Neurog3、Mafaを同時に発現させると膵β細胞への分化誘導が起こるこ

とが知られ、将来的には体内の細胞からのダイレクトリプログラミングを介した新規の糖尿病
の治療法となりうることが期待されますが、そのためには、さらなる分化誘導の効率化が必要
です。そこで、その分化誘導の効率化を目指して独自に検討を進めてきました。そのえ結果、
膵外分泌細胞株であるmPAC細胞に転写因子Pdx1、Neurog3、Mafaを発現させるとSTAT3の活
性化が起こることに気づきました。詳細にこの事象を検討すると、特に、分化した膵β細胞では、
STAT3の活性化が起こっていないこと、さらに、このSTAT3を抑制すると、β細胞分化が促進する
ことを見出しました。

次に、生体内においても同様なSTAT3抑制によるリプログラミングの効率化が起こるか否か
を検討するために、膵外分泌細胞に転写因子 Pdx1、Neurog3、Mafaを発現するマウスを作
製し、同時に、 Stat3 遺伝子を欠失させたところ、新生β細胞数が増加し、そのβ細胞では細胞
の成熟化を示すマーカーの発現が増加し、さらに、複数の新生β細胞が一塊となった膵島様構

造を形成することが明らかとなりました。さらに、糖尿病モデルマウスの膵臓にアデノウイルス
を用いてPdx1、Neurog3、Mafaを発現させ、STAT3阻害薬を投与すると高血糖が改善すること
が分かりました。
以上より、STAT3シグナルが非β細胞からβ細胞へのリプログラミングを負に制御するという新

たな分子機構を明らかにできたことで、 STAT3シグナルの抑制によるβ細胞の分化誘導が可能
になりました。本研究成果は「EbioMedicine」に公開されています。
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Research

In diabetes, a decrease in the number of insulin-producing pancreatic β-cells is
considered to be an main pathophysiology. Therefore, treatment to replace the reduced
pancreatic β-cells is ideal. Until now, it has been known that simultaneous expression of
transcription factors Pdx1, Neurog3, and Mafa in pancreatic exocrine cells induces
differentiation into pancreatic β-cells, thus, in the future, direct reprogramming from
cells in the body to β-cells is expected to be a novel treatment for diabetes, but for that
purpose, it is necessary to further improve the efficiency of differentiation induction.
For this purpose, we have been conducting our own studies with the aim of improving
the efficiency of differentiation induction. As a result, we noticed that STAT3 activation
occurs when the transcription factors Pdx1, Neurog3, and Mafa are expressed in mPAC
cells, an exocrine pancreatic cell line. Examining this event in detail, we found that
STAT3 activation did not occur, especially in differentiated pancreatic β-cells, and that
suppression of STAT3 activation promoted β-cell differentiation in cell lines.
Next, in order to investigate whether reprogramming efficiency is improved by similar
STAT3 suppression in vivo, mice expressing the transcription factors Pdx1, Neurog3,
and Mafa with the deletion of STAT3 gene in pancreatic exocrine cells were prepared. By
deleting STAT3 gene in this mice, the number of new β-cells with cell maturation
markers increased and pancreatic islet-like structure in which multiple new β-cells were
clustered was frequently found. Furthermore, hyperglycemia was improved by adenovirus
mediated expression of Pdx1, Neurog3, and Mafa in the pancreas with the administering
a STAT3 inhibitor in alloxan diabetic model mice.
In summary, we clarified a new molecular mechanism in which the STAT3 signal
negatively regulates reprogramming from non-β cells to β cells, and it became possible
to induce β cell differentiation by suppressing the STAT3 signal. The results of this
research were published in "Ebio Medicine".

Main Research Subjects

Research HighlightsStaff

 1. Mechanism of Pancreatic  cell differentiation,                
regeneration and dysfunction 

 2. Pathophysiology of insulin resistance in Asians
 3. Pathophysiology of diabetic vascular complication
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国内学会発表 8 江⼝令, 朴秀煥, 平形⿇鈴, 松橋瑛⼦, 森⾕千尋, 登坂祐佳, ⼩⾕野肇. ⼩腸穿孔を契機に診断された多発性内分泌腫瘍症1型の⼀例. 第93回⽇本内分泌学会学術総会, 静
岡県(⽇本), 2020.7.20-8.31.

国内学会発表 9 佐藤淳⼦. インスリンポンプ療法の進歩. 第57回⽇本糖尿病学会関東甲信越地⽅会, 神奈川県(⽇本), 2020.1.19, 2020.1.18(専⾨医更新のための指定講演:2020.1.19).

国内学会発表 10 佐藤⽂哉, ⼩澁真実, 伊藤直顕, ⽥島翼, 佐藤淳⼦, 後藤広昌, ⾦澤昭雄, 平野央, 荒川敦, 堀江重郎, 福永哲, 綿⽥裕孝. 術前診断が困難であった無症候性PPGLの1例. 第
93回⽇本内分泌学会学術総会, web, 2020/7/20-8/31.

国内学会発表 11 笹原詩織, ⼩⾕野肇, 登坂祐佳, 森⾕千尋. 持続する発熱と汎⾎球減少を認め⾎球貪⾷症候群と診断された１型糖尿病の１例. 第57回⽇本糖尿病学会関東甲信越地⽅会, 神
奈川県(⽇本), 2020.1.18.

国内学会発表 12 若林侑⾹, 三浦正樹, ⾼橋雅也, ⽚平雄⼤, 氷室美和, 鈴⽊路可, 宮塚健, 綿⽥裕孝. 膵α細胞の可塑性に対するStat3シグナルの影響の検討. 第34回⽇本糖尿病・肥満動物
学会年次学術集会, 群⾺県(東京), 2020.1.31, 2020.1.31-2.1.

国内学会発表 13 深⽯貴⼤, 佐藤隆史, 中川祐⼦, 福中彩⼦, 松岡孝昭, 原朱美, 宮塚健, 綿⽥裕孝, 藤⾕与⼠夫. 新規Ppy ノックインレポーターマウスを⽤いた、内分泌前駆細胞としてのPpy発現
細胞の解析. 第34回⽇本糖尿病・肥満動物学会年次学術集会, 群⾺県(東京), 2020.1.31, 2020.1.31-2.1.

国内学会発表 14 深⽯貴⼤, 佐藤隆史, 中川祐⼦, 福中彩⼦, 松岡孝昭, 原朱美, 宮塚健, 綿⽥裕孝, 藤⾕与⼠夫. 新規Ppyノックインレポーターマウスを⽤いた、内分泌前駆細胞としてのPpy 
lineage cellの解析. 第93回⽇本内分泌学会学術総会, web, 2020/7/20-8/31.

国内学会発表 15 ⻄⽥友哉, 栗⽥実佳, ⾨脇聡, 池⽥富貴, 綿⽥裕孝. ⾻格筋インスリン抵抗性増⼤に伴い短期間で脂肪肝の進⾏を認めた若年2型糖尿病の1例. 第662回⽇本内科学会関東地
⽅会, 東京都(⽇本), 2020/9/13.

国内学会発表 16 ⻄尾理恵, ⽵下章, 内⽥豊義, 福原紀章, 岡⽥満夫, ⻄岡宏, ⼭⽥正三, 綿⽥裕孝, ⽵内靖博. 男性の先端巨⼤症ではLH分泌の抑制と精巣におけるLH反応性の低下がテストス
テロン分泌の低下に関与する. 第93回⽇本内分泌学会学術総会, 静岡県(⽇本), 2020.7.20-8.31.

国内学会発表 17 ⻄尾理恵, 内⽥豊義, 鈴⽊路可, 後藤広昌, ⼩野瀬裕之, 増⼭敦, ⼩宮幸次, ⼭⽥恵美⼦, 綿⽥裕孝. バセドウ病に対する放射性ヨウ素内⽤療法においてヨウ素摂取量および無
機ヨウ素治療が治療効果に与える影響に関する検討. 第93回⽇本内分泌学会学術総会, 静岡県(⽇本), 2020.7.20-8.31.

国内学会発表 18 ⻘⼭周平, ⻄⽥友哉, ⽮澤⾥絵⼦, ⾦井晶⼦, 岩本達也, ⾕⽥以誠, 宮塚健, 綿⽥裕孝. 新規モニターマウスによる耐糖能異常におけるオートファージーフラックスの定量評価. 第34
回⽇本糖尿病・肥満動物学会年次学術集会, 群⾺県(⽇本), 2020.1.31, 2020.1.31-2.1.

国内学会発表 19
⽯島旨章, ⾦⼦晴⾹, 有⽥均, 塩澤淳, 根岸義⽂, 百枝雅裕, 劉⽴⾜, ⻘⽊孝⼦, 季翔, アルパティ・アディリ, ⽻⽥晋之介, 福⾥晋, 若⼭貴則, 内野⼩百合, ⻑尾雅史, 永⼭正
隆, 斎⽥良知, ⾼澤祐治, 池⽥浩, ⽥村好史, 綿⽥裕孝, 河盛隆造, 岡⽥保典, ⾦⼦和夫. 軟⾻破壊機序と治療戦略　変形性関節症の病態　臨床研究からの知⾒. 第64回⽇
本リウマチ学会総会・学術集会, web, 2020/8/17-9/15.

国内学会発表 20 染⾕由希, ⽥村好史, 加賀英義, ⻘⽊茂樹, 服部信孝, 本井ゆみ⼦, 島⽥和典, 代⽥浩之, 河盛隆造, 綿⽥裕孝. 下肢伸展筋⼒と無症候性ラクナ伷塞の関連︓Bunkyo 
Health Study. 第62回⽇本⽼年医学会学術集会, 東京都(⽇本), 2020.8.4-8.6.



国内学会発表 21 染⾕由希, ⽥村好史, 加賀英義, ⻘⽊茂樹, 服部信孝, 本井ゆみ⼦, 島⽥和典, 代⽥浩之, 河盛隆造, 綿⽥裕孝. 都市部在住⾼齢者におけるサルコペニア肥満と認知機能低下の
関連︓Bunkyo Health Study. 第7回⽇本サルコペニア・フレイル学会⼤会, 東京都(⽇本), 2020.12.1-12.15.

国内学会発表 22 ⽥川祐未, 舩⼭崇, 古屋翔⼦, 保⽥都, ⽥辺えり, 所雅⼦, 宮川慶, 後藤広昌, ⾦澤昭雄, 綿⽥裕孝. 腫瘍局在診断に難渋した腫瘍性低Pi⾎症性⾻軟化症(TIO)の⼀例. 第93
回⽇本内分泌学会学術総会, web, 2020/7/20-8/31.

国内学会発表 23 ⽥村好史. 糖尿病疾患の筋⾁低下の原因と対策と視界的課題. 第54回糖尿病学の進歩, ⽯川県(⽇本), 2020.9.2-9.3.

国内学会発表 24 ⽥村好史. メタボリックシンドロームに対する運動療法. 第39回⽇本臨床運動療法学会学術集会, 北海道(⽇本), 2020.9.5-9.6, 2020.9.5.

国内学会発表 25 ⽥村好史. 運動療法のトピックス〜COVID-19の時代に気を付けること〜. 第70回⽇本体質医学会総会, 熊本県(⽇本), 2020.10.3-10.4, 2020.10.4.

国内学会発表 26 ⽥村好史. ⾎糖変動の「⾒える化」と運動療法　新型コロナウイルス感染症の話題も含め. 第25回⽇本糖尿病教育・看護学会学術集会, web, 2020/9/19-20.

国内学会発表 27 ⽥島翼, 佐藤淳⼦, ⼩澁真実, 所雅⼦, ⾦澤昭雄, 綿⽥裕孝. CT検査が診断に有⽤であったHamman症候群の１例. 第57回⽇本糖尿病学会関東甲信越地⽅会, 神奈川県
(⽇本), 2020.1.18.

国内学会発表 28 内⽥豊義, 綿⽥裕孝. 甲状腺クリーゼに対するアフェレシス. ⽇本アフェレシス学会学術⼤会, 千葉県(⽇本), 2020.10.22-10.24, 2020.10.23.

国内学会発表 29 内⽥豊義, 鈴⽊路可, 後藤広昌, ⼩野瀬裕之, 増⼭敦, ⻄尾理恵, ⼩宮幸次, ⼭⽥恵美⼦, 綿⽥裕孝. 放射性ヨウ素内⽤療法の治療予後規定因⼦とヨウ素による影響に関する
検討. 第62回⽇本甲状腺学会学術集会, 群⾺県(⽇本), 2020.02.

国内学会発表 30 尾崎敦⼦, 後藤広昌, 伊藤直顕, ⻄尾理恵, ⾦澤昭雄, 丹下祐⼀, 荒川敦, 新井⼀, ⼋尾隆史, 綿⽥裕孝. 多下垂体腺腫によるSubclinical Cushing病の⼀例. 第93回⽇本
内分泌学会学術総会, web, 2020/7/20-8/31.

国内学会発表 31 尾崎敦⼦, 佐藤淳⼦, ⽥島翼, ⼩澁真実, ⾦澤昭雄, ⻄尾理恵, 髙﨑祐介, 川野⽂裕, 荒川敦, 綿⽥裕孝. 糖尿病患者が⼊院中に無⽯性胆嚢炎をきたし、敗⾎症性ショックに
⾄った⼀例. 第57回⽇本糖尿病学会関東甲信越地⽅会, 神奈川県(⽇本), 2020.1.18.

国内学会発表 32 福中彩⼦, ⿑藤⼤祐, 深⽥俊幸, 梶村真吾, 綿⽥裕孝, 藤⾕与⼠夫. 亜鉛トランスポーターZIP13の制御に基づく肥満治療法開発に向けて. 第34回⽇本糖尿病・肥満動物学会年
次学術集会, 群⾺県(東京), 2020.1.31, 2020.1.31-2.1.

国内学会発表 33 平形⿇鈴, ⼩⾕野肇, 登坂祐佳, 森⾕千尋, 福⽥⿇実. 糖尿病性ケトアシドーシスの治療中に多発⼤脳⽪質下出⾎を合併した２型糖尿病の１例. 第57回⽇本糖尿病学会関東
甲信越地⽅会, 神奈川県(⽇本), 2020.1.18.

国内学会発表 34 平⼭哲, ⼀⾊美和, 平⼭安希⼦, 上野剛, ⼩堀祐太朗, 甲斐敬⼈, 相良利栄⼦, 堀敦詞, ⽥村好史, 加賀英義, 綿⽥裕孝, 河盛隆造, 三井⽥孝. 空腹時遊離グリセロール濃度
と糖・脂質検査指標の関連の検討. 第60回⽇本臨床化学会年次学術集会, web, 2020/10/30-11/1.

国内学会発表 35 ⾨脇聡, 佐藤博亮, 栗⽥実佳, 尾崎敦⼦, 綿⽥裕孝. 糖尿病教育⼊院中にKallmann症候群の診断に⾄った糖尿病の1症例. 第93回⽇本内分泌学会学術総会, web, 
2020/7/20-8/31.

国内学会発表 36 ⻩輝, ⽯島旨章, ⾦⼦晴⾹, 劉⽴⾜, ⻘⽊孝⼦, 根岸義⽂, 百枝雅裕, ⻑尾雅史, ⽥村好史, 河盛隆造, ⾦⼦和夫. ⾼齢者住⺠コホートの進⾏期変形性膝関節症でも初期より
移動機能は低下している　スポートロジーコアスタディー. 第93回⽇本整形外科学会学術総会, 福岡県(⽇本), 2020/5/21.



国内学会発表 37 ⾦⼦晴⾹, ⽯島旨章, 根岸義⽂, 劉⽴⾜, ⻘⽊孝⼦, 有⽥均, 百枝雅裕, 塩澤淳, Adili A., ⽥村好史, 河盛隆造, ⾦⼦和夫. ⾼齢者の変形性膝関節症と半⽉板逸脱の有病率　
⾼齢者住⺠コホート研究・スポートロジーコアスタディー. 第93回⽇本整形外科学会学術総会, 福岡県(⽇本), 2020/5/21.

国内学会発表 38 ⾦⼦晴⾹, ⽯島旨章, 根岸義⽂, 劉⽴⾜, ⻘⽊孝⼦, 有⽥均, 百枝雅裕, 塩澤淳, Adili A., ⽥村好史, 河盛隆造, ⾦⼦和夫. ⾼齢者の変形性膝関節症と内側半⽉板損傷と断
裂の有病率　⾼齢者住⺠コホート研究・スポートロジーコアスタディー. 第93回⽇本整形外科学会学術総会, 福岡県(⽇本), 2020/5/21.

国内学会発表 39 根岸義⽂, ⽯島旨章, ⾦⼦晴⾹, 劉⽴⾜, ⻘⽊孝⼦, 有⽥均, 百枝雅裕, 塩澤淳, Adili A., ⽥村好史, 河盛隆造, ⾦⼦和夫. 変形性膝関節症における内側半⽉板逸脱が⾻棘
幅より⼤きくなるリスク因⼦　スポートロジーコアスタディー. 第93回⽇本整形外科学会学術総会, 福岡県(⽇本), 2020/5/21.

国内学会発表 40 根岸義⽂, ⽯島旨章, ⾦⼦晴⾹, 劉⽴⾜, ⻘⽊孝⼦, 有⽥均, 百枝雅裕, 塩澤淳, Adili A., ⽥村好史, 河盛隆造, ⾦⼦和夫. 変形性膝関節症における内側半⽉板逸脱は脛⾻
⾻棘幅と関連する　スポートロジーコアスタディー. 第93回⽇本整形外科学会学術総会, 福岡県(⽇本), 2020/5/21.

国内学会発表 41 ⽯島旨章, ⾦⼦晴⾹, 有⽥均, 根岸義⽂, 百枝雅裕, ⻘⽊孝⼦, 劉⽴⾜, アルパティ・アディリ, 李翔, ⻩輝, 塩澤淳, ⽻⽥晋之介, 河盛隆造, 岡⽥保典, ⾦⼦和夫. 変形性膝関
節症に対する治療戦略(保存、⾻切り、⼈⼯関節)　変形性膝関節症の疫学と病態. 第60回関東整形災害外科学会, 東京都(⽇本), 2020/6/21-22.

国内学会発表 42 百枝雅裕, ⽯島旨章, ⾦⼦晴⾹, 劉⽴⾜, ⻘⽊孝⼦, 根岸義⽂, Adili A., ⻩輝, 季翔, ⽥村好史, ⾦⼦ 和. 単純X線にて内側半⽉板逸脱幅が推定可能である　⽂京ヘルススタ
ディー. JOSKAS2020, 北海道(⽇本), 2020/12/18.

国内学会発表 43 百枝雅裕, ⽯島旨章, ⾦⼦晴⾹, 劉⽴⾜, ⻘⽊孝⼦, 根岸義⽂, 有⽥均, ⽻⽥晋之介, ⽥村好史, 河盛隆造, ⾦⼦和夫. ⾼齢者住⺠コホートにおけるロコモ度と変形性膝関節症
に伴う半⽉板逸脱との関連　スポートロジーコアスタディー. 第93回⽇本整形外科学会学術総会, 福岡県(⽇本), 2020/5/24.

区分 番号 講演者名, 講演タイトル, 学会名, 場所, 発表年⽉⽇等 国際共同

特別講演・
招待講演 1 宮塚健, 綿⽥裕孝. 膵島再⽣研究の最前線　膵細胞の可塑性を利⽤したβ細胞分化誘導. 第93回⽇本内分泌学会学術総会, 静岡県(⽇本), 2020.7.20-8.31.

特別講演・
招待講演 2 佐藤淳⼦. Five things that cardiologists should know about diabetes. 第84回⽇本循環器学会学術集会, 京都(⽇本), 2020.07.27-08.02.

特別講演・
招待講演 3 三⽥智也. 質問紙を主体としたコホート研究. 第57回⽇本糖尿病学会関東甲信越地⽅会, 神奈川県(⽇本), 2020.1.18.

特別講演・
招待講演 4 ⽥村好史. スポートロジーと未病. 第27回⽇本未病学会学術総会, 東京都(⽇本), 2020.10.31-11.1, 2020.11.1.

特別講演・
招待講演 5 ⽥村好史. Ｗｉｔｈコロナ時代の糖尿病とサルコペニア・フレイル. 世界糖尿病デー記念セミナーin GIFU, 岐⾩県(⽇本), 2020.11.15.

特別講演・
招待講演 6 綿⽥裕孝, 三⽥智也. 糖尿病⼤⾎管症に対する多⾯的アプローチ　糖尿病患者における⽣活習慣と動脈硬化との関連. 第52回⽇本動脈硬化学会総会・学術集会, 愛知県(⽇本), 

2020.7.17-31.
特別講演・
招待講演 7 宮塚健. Diabetes Cureに向けたβ細胞新⽣誘導. 第54回糖尿病学の進歩, ⽯川県(⽇本), 2020.9.2-9.3.



区分 番号 研究者名, 活動の名称（執筆、出演、受賞等）, 執筆や出演の媒体（賞の主催者等）,年⽉⽇等 国際共同

その他
（広報活動を含む）

1 綿⽥裕孝. 運動不⾜がもたらす影響と⽣活習慣病の対策. Vis-a-Vis ヴィ・ザ・ヴィ. 協和企画, 2020, Vol. 89, 2020.9 Ed.: 2-3.

その他
（広報活動を含む）

2 綿⽥裕孝, ⽥中敏博, ⼭縣和也, ⼭内敏正, 佐藤叔史, 鈴⽊顕, 渡邉亮. 糖尿病の遺伝素因はどこまでわかったのか? Diabetes Strategy 2020;10(3):89-103.

その他
（広報活動を含む）

3 弘世貴久, 綿⽥裕孝. 糖尿病②経⼝薬物療法. 週刊朝⽇ 2020;125(4):86-87.

その他
（広報活動を含む）

4 弘世貴久, 綿⽥裕孝. 糖尿病③インスリン療法. 週刊朝⽇ 2020;125(5):74-75.

その他
（広報活動を含む）

5 佐藤淳⼦. 2型糖尿病と腸内細菌叢/新しい⾷事療法と薬物療法. 坂出市医師会講演会, ⾹川県(⽇本), 2020.1.29.

その他
（広報活動を含む）

6 ⼩沼富男. 当協会の理事⻑を含め役員として、⻑年にわたりその発展に貢献したため. ⽇本臨床栄養協会.

その他
（広報活動を含む）

7 染⾕由希. 都市部在住⾼齢者におけるサルコペニア肥満と認知機能の低下の関連︓Bnkyo Health Study. ⼀般社団法⼈⽇本サルコペニア・フレイル学会⼤会.

その他
（広報活動を含む）

8 三⽥智也. 糖尿病⼤⾎管症の病態解明の基礎的な検討と臨床的意義の検証研究. ⼀般財団法⼈藤井節郎記念⼤阪基礎医学研究奨励会.

その他
（広報活動を含む）

9 ⽥村好史. ⾮肥満者における脂肪負荷感受性の臨床的意義とメカニズムの探索. ⼀般財団法⼈藤井節郎記念⼤阪基礎医学研究奨励会.

その他
（広報活動を含む）

10 ⽥村好史. 都市部在住⾼齢者における代謝異常と⽼化"The Bunkyo Health Study". ⼀般財団法⼈　代謝異常治療研究基⾦.

その他
（広報活動を含む）

11 綿⽥裕孝. 膵β細胞成熟化機構の解明と膵関連細胞からのリプログラミングを⽤いた再⽣療法の確⽴. 公益財団法⼈　鈴⽊謙三記念医科学応⽤研究財団.

その他
（広報活動を含む）

12 綿⽥裕孝. オートファジー活性化を介した新しい糖尿病治療薬の創出. 公益財団法⼈　⼩林財団.

その他
（広報活動を含む）

13 ⾨脇聡. ヒトにおける新規の脳インスリン抵抗性の定義と臨床的意義の解明. 公益財団法⼈鈴⽊謙三記念医科学応⽤研究財団.

その他
（広報活動を含む）

14 荻原健. 新規レポーターマウスを⽤いたα-cell heterogeneityの解析. 独⽴⾏政法⼈⽇本学術振興会.

その他
（広報活動を含む）

15 ⾦澤昭雄. 肥満外科治療による抗糖尿病効果のメカニズムの解明. 独⽴⾏政法⼈⽇本学術振興会.

その他
（広報活動を含む）

16 佐藤博亮. 新規なインスリン抵抗性増悪因⼦XORの⽣理的・病態⽣理的役割の解明. 独⽴⾏政法⼈⽇本学術振興会.

その他
（広報活動を含む）

17 ⻄⽥友哉. 糖代謝関連臓器における⽣体内オートファジーフラックスの病態⽣理学的意義の検討. 独⽴⾏政法⼈⽇本学術振興会.

その他
（広報活動を含む）

18 ⻄⽥友哉. インスリン分泌顆粒分解の空間的・時間的評価と分⼦機構および病態⽣理学意義の検討. 独⽴⾏政法⼈⽇本学術振興会.

その他
（広報活動を含む）

19 染⾕由希. ⻘年期の体⼒とその後の運動習慣による糖尿病発症リスクの検討. 独⽴⾏政法⼈⽇本学術振興会.



その他
（広報活動を含む）

20 飯⽥雅. 糖毒性・脂肪毒性による分泌顆粒内におけるプロインスリンプロセシング障害の解明. 独⽴⾏政法⼈⽇本学術振興会.

その他
（広報活動を含む）

21 綿⽥裕孝. オートファジー不全による膵β細胞不全の分⼦メカニズムの解明. 独⽴⾏政法⼈⽇本学術振興会.

その他
（広報活動を含む）

22 ⾨脇聡. やせ閉経後⼥性の糖尿病リスク因⼦の検討. 独⽴⾏政法⼈⽇本学術振興会.
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